
（様式第４号） 第 8回上田右岸地域協議会 会議概要 

１ 審 議 会 名 上田右岸地域協議会  

２ 日   時 令和 5年 11月 27日 午後 1時 30分から  

３ 会   場 中央公民館 大会議室  

４ 出 席 者 天田委員、上原委員、永本委員、小川委員、金井委員、小林正人委員、小林みゆき委員、

駒崎委員、塩入委員、清水悟委員、竹内委員、橋詰委員、増田委員、宮下委員、柳澤委

員、渡辺委員 

 

５ 市側出席者 【 事 務 局 】星野中央地域振興政策幹、木嶋西部地域振興政策幹、横澤豊殿地域

自治センター長、馬場豊殿地域振興政策幹、竹花地域内分権推進担当係長、近藤地域内

分権推進担当主査、唐澤地域内分権推進担当主査、腰原地域内分権推進担当主査、芳池

地域内分権推進担当主事 

【 上下水道局 】関上水道課長、小井土上水道政策幹、若林施設整備係長、経営管理

課下林庶務係長、百瀬経理担当係長 

 

６ 公開・非公開 公 開 ・ 一部公開 ・ 非公開  

７ 傍 聴 者  ０人  記者 ０人  

８ 会議概要作成年月日 令和 5年 12月 4日  

協  議  事  項  等 

次第 

1 開会 

2 会長あいさつ 

3 協議事項 

(1)「『上田・長野間における水道事業広域化の検討』に対する意見」の進捗状況について 

上下水道局から資料を基に説明 

以下、質疑応答 

(委員)広域化に対する上田市上下水道局としての見解はどうか。 

 

(上下水道局)検討した結果を市民の皆様に報告し、一緒に考えていきたいというスタンスである。我々とし

ての方向性は、今現在は持ち合わせていない。スケジュール表の中にある方向性の決定の時点では、市とし

ての方向性を明確にする必要がある。それまではあくまでも皆様のご意見を尊重しながら検討を重ねていき

たい。 

 

(委員)来年 12月議会か、再来年 3月議会で広域化の方向性を決めるという判断をしているということか。 

 

(上下水道局)令和 6年度以降ということだけで、明確な時期はお示ししていない。スケジュール表のとおり、

上田市上下水道審議会へ水道事業の今後のあり方について諮問し、答申をいただいたうえで広域化の可否に

ついて判断することとなる。審議会の答申をいただくまでに、どの位の期間を要するのかわからない。 

担当者としては、広域化の補助事業に時限があることから、判断が遅くなると補助金を受け取れる期間が短

くなってしまうこともあり、あまり先延ばしせず、広域化の可否の結論を出すなら、なるべく早い方がよい

とは考えている。 

 

(委員)上小広域との関係は、どのようにお考えか？ 

 



(上下水道局)長野県環境部において長野県水道ビジョンが 3 月に改訂され、この中で水道広域化推進プラン

として県内の 9圏域ごとの取り組みの方針が示されている。その中の 1つである上田・長野圏域には 14の水

道事業体があり、長野県水道ビジョンでの連携方策では、まずは長野市、上田市、千曲市、坂城町、県企業

局の 5 団体は事業統合を視野に入れた検討を進め、その５団体を中核として、周辺の事業体と連携して進め

ていくのはどうか。ということが示されている。 

上小圏域の皆様とは、今年に入り 2回会議を開き、これからの上小としての広域連携について話し合った。 

現在、緊急時における相互連携のために、各市町村の施設を共有する取り組みをしているところ。 

 

(委員)50年後の単価について資料に記載があるが、水道料金はいくらくらいになる見込みか。 

 

(上下水道局)上田市営水道の場合、50年後には 5,400円、広域化した場合は 5,300円の試算である。 

 

(委員)100円しか違わないということか。 

 

(上下水道局)試算ではそうなる。この他、50年間で 94億円の料金抑制効果があると資料に併記しているが、

現在は 25 億円の料金収入があるが、今後人口減少化社会を見据え料金収入は 20 億円程になるとすると、年

間 2億円程度の抑制効果が示されたことになる。50年後だけの料金で見ると 100円しか違わないが、50年間

の間では年間平均 2 億円程度、年間料金収入の約１割を占める抑制ができるという大きな数字であると認識

している。 

 

(委員)水道事業におけるアンケート調査の中で、上田市の水道水に対する満足度の項目があるが、この後数

値をどのように利用、分析するのか。アンケートの利用方法についてお聞きしたい。 

 

(上下水道局)資料は速報値だが、最終的には報告書としてまとめる予定である。利用目的とすると、広域化

を検討していくうえでの検討材料としても使う。料金を高いと思っている人は、広域化に対してどう感じて

いるか、など分析を進めているところである。最終的なものはまた報告させていただく。 

 

(委員)50年間のシミュレーションの中では抑制効果があるが、この先どこかの時点で効果が無くなる地点は

あるか。 

 

(上下水道局)あくまでシミュレーションであるため、初期設定の数字の捉え方で変わってくる。推計して出

せるのは 50年後が限界と考えている。このまま 100年後までシミュレーションを続けることは可能であり、

その結果、どこかで抑制効果が無くなる地点は出てくる可能性はあるが、そんなに先までのシミュレーショ

ンは不確実なものと考える。 

 

(委員)染屋浄水場の水が長野市まで供給される計画が書かれており、いつの時点でどこから出た発想なのか。

また、千曲市、坂城町、長野市が染屋浄水場の水が供給されなかった場合のシミュレーションはされている

のかをお聞きしたい。 

 

(上下水道局)染屋浄水場でカバーできるようになるのは、塩田地域、小泉・仁古田地区だけである。千曲市、



坂城町、長野市圏域については染屋浄水場の水を供給できる能力は今のところはなく、諏訪形浄水場の水に

て給水する計画である。今後 50年後など、人口が減る中で将来的には染屋浄水場からも供給できるかもしれ

ない。検討の中では、広域化によって廃止できる浄水場がいくつかあり、更新費や維持管理費用の削減が上

田・長野間の地域全体のプラスの効果となる。この他にも上田・長野間の地域全体で、配水池やポンプ場な

どの施設の統廃合により、水運用の効率化を図り、更なる費用削減の効率を目指すことを構想している。 

 

(2) 分科会に分かれて調査・研究 

上田右岸地域の課題について 

分科会ごとに分かれて意見交換 

【第１分科会：教育・福祉・子育てについて】 

事務局から意見書（たたき台）の説明 

以下、主な意見等 

 (事務局)国もライドシェアを検討しているが、安全性の確保が課題である。現在の豊殿デマンド交通は、国

の許可、登録が不要である。 

(事務局)タクシー会社はドライバー不足で車両の稼働率が低下しているという。バス会社も観光バスの利益

で路線バスの赤字を補填することも困難になっているようだ。 

(事務局)利用者が少ないと、運転手の給料も上がらない。利用者が増えれば、運転手の応募も増えるかもし

れない。 

(委員)住民自治組織の部会はデマンド交通に関与しないのか。 

(事務局)まちづくり委員会の部会も関与している。 

(委員)まちづくり委員会による市の交付金の使い方も疑問である。うまく使用できれば福祉車両の運営がで

きるのではないか。市からの交付金が活用できていない。 

(事務局)新上田市発足時に旧市町村間で格差が生じないように地域ごとにまちづくり組織を立ち上げること

になった。地域の自主的な活動を促すもので、まだ試行錯誤の途中である。地域によって考えも違うので、

統一的な運用は難しい。 

 (委員)豊殿地域はデマンド交通に関して 1世帯千円集められるほど住民がまとまっているが、他の地域では

難しいか。 

(委員)まちづくり委員会の予算は市からの交付金なので、事業の取組は市が優先順位をつけてほしい。 

(事務局)さまざまな要望があっても全て対応できるわけではない。市の方で優先順位をつけるわけにはいか

ない。 

(委員)地域ごとに交通支援等のボランティアを組織できればよい。 

・ボランティア組織の育成も、社会福祉協議会の仕事だが、まちづくり組織で担うこともできる。 

・自治会の役員も 1年で交代するので過去とのすり合わせができない。 

 

【第２分科会：公共施設・事業について】 

意見書（案）の検討 

○体育施設について 

・計画には体育館建設の場所までは明記されていなかった。 

・計画ではすでに敷地選定がされているはずである。 

→（事務局）問題意識はあるが、財政面や優先順位等の関係でなかなか進められないのではないか。 



○図書館について 

・塩尻市のように、核となる職員の発想で建設すれば利便性の高いものになる。職員の育成が必要である。 

・点字図書館との複合施設をアピールしてはどうか。 

○市営住宅について 

・市営住宅は、福祉政策のセーフティーネットとしての方向性をもっと前面に打ち出してもよいのではない

か。 

・福祉との連携を強化してはどうか。 

・市営住宅の需要が少なくなっているのかもしれない。 

・維持管理が大変である。 

・市の積極的な方針を出してほしい。 

・県営みすず台団地は、建て替えを行っている。市でもできるのではないか。 

・市営住宅の需要を見込んで、方向性を持って進めてほしい。 

・跡地利用をしっかりとしてほしい。 

○その他 

・この提言を議会等でも取り上げてほしい。 

 

【第３分科会：建設・産業について】 

意見書（案）について検討 

「公共交通乗り換え案内アプリ」の開発をお願いするとともに、開発時には市民と協働で進めていくこと、

外国籍の市民への配慮、開発後には利用者の増加を促進するための普及活動などを入れる、などの検討を行

った。 

 

4 事務連絡 

【次回】第 9回 

日時：12月 18日（月）午後 1時 30分～  

場所：西部公民館 

5 閉会 

 


